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がん細胞は、免疫細胞の働きにブレーキをかけ

るしくみの1つとして、がん細胞の表面に「PD-

L1」という物質を出します。このPD-L1が、が

ん細胞を攻撃する免疫細胞の表面にある「PD-

1」という物質に結合すると、免疫細胞の働きに

ブレーキがかかり、免疫細胞はがん細胞を攻撃

できなくなってしまいます。 

テセントリクはがん細胞の表面に出たPD-L1に

結合することで、免疫細胞の働きにブレーキが

かからないようにします。この結果、免疫細胞

は攻撃力を取り戻し、がん細胞を再び攻撃する

ことができるようになります。 

テセントリクはトリプルネガティブ乳がんの中

でPD-L1が一定量発現している患者さんに効き

やすいことがわかっています。そのため、テセ

ントリクの治療を始める前に、PD-L1が発現し

ているかどうかを摘出標本の組織を用いて検査

を行い、PD-L1が発現していた場合に、テセン

トリクの適応となります。 乳腺外科  西前 綾香 

手術の対象とならない、または再発したトリプルネガティブ

乳がんでPD-L1陽性の患者さんに対する新たな治療薬として、

免疫チェックポイント阻害薬であるテセントリク(一般名：

アテゾリズマブ)が登場しました。 

テセントリクは抗がん剤であるアブラキサン(一

般名：ナブパクリタキセル)と組み合わせて点滴

で投与します。 

テセントリクは免疫細胞の攻撃力を取り戻してが

ん細胞を攻撃する治療法であるため、免疫細胞の

働きが強くなりすぎることがあります。このこと

により、がん細胞だけでなく、正常な組織に対し

ても攻撃を加えてしまい、体の一部に炎症などの

症状が現れる場合があります。 

免疫に関連した特に注意を要する副作用は、間質

性肺疾患、肝機能障害・肝炎、大腸炎・下痢、1

型糖尿病、甲状腺機能障害、副腎機能障害、下垂

体機能障害、脳炎・髄膜炎、神経障害、重症筋無

力症、皮膚障害、腎機能障害、心筋炎などがあり

ます。 

治療中は、自覚症状を常に確認し、もし何らかの

異常を感じた場合には医師、看護師、薬剤師にご

相談ください。 

 

 

＊トリプルネガティブ乳がん：ホルモン受容体
(エストロゲン受容体・プロゲステロン受容体)と
HER2がいずれも発現していない乳がん 
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